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ここでは［発注図を開くガイド］を使用して、平面図の図面ファイルを開く方法を説明します。 
途中、図示されている座標の座標値を2点分使用します。一覧表や路線の計算書などを用意してから操作してください。 
作業後、図面内の任意箇所の座標値を確認したり、図面にない座標マークをプロット（作図）したりできるようになります。 
 
なお、図面を開いた後に、図面上から座標値を確認したり、新しい座標をプロット（作図）などしない場合は、 
「4 横断図や構造物図などを開く」の操作から図面を開いてください。 

2 座標の設定をしながら平面図を開く 
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 画面左上の［ファイル］をクリックします。 
1 

 

 

2 

 

 

 表示されるメニューの 
［発注図を開くガイド］をクリックします。 

左側にガイドバーが表示されます。 
上から順に操作を行います。 

ここでは、一連の操作を行うことができる［発注図を開くガイド］を利用して、 
用紙サイズの選択と、図面を一旦開くまでの操作を説明します。 

2-1 用紙の選択・図面を開く 



17 

 用紙サイズを選択します。 
 現時点で決められない場合は 
「A1（横）」を選択してください。 

 
［用紙確定］をクリックします。 

3 

4 

 

 

 

 

［ファイルを開く］をクリックします。 

 ここで指定する用紙サイズは 
［建設CAD］上で今後使用する 
 用紙サイズです。 

5 
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6  開こうとしている図面の 
ファイル形式を選択します。 

 

 

 

 

 

 

7 

 開く図面ファイルを選択して 
［開く］をクリックします。 

 図面の内容を確認して 
［OK］をクリックします。 

8 
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［OK］をクリックします。 
 画面上に図面が表示されます。 
 ここでの作業はこれで終わりです。 

9 

 

 

開いた図面の縮尺が合っているかは 
この時点ではわかりません。 
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開いた図面の縮尺と座標情報を確認後、図面サイズを補正します。 
縮尺と座標情報の確認には、図面上の2点の座標値を使用します。 

 開いた図面の種類を選択します。 
 ［図面を指定する］をクリックします。 

1 

2 

3 

 

 

［平面図］をクリックします。 
 
［縮尺確認へ］をクリックします。 

 

 

4 

［OK］をクリックします。 

2-2 縮尺（図面サイズ）の補正 
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 CAD上で図面を拡大して、 
座標値が分かっている点を 
クリックします。 

 

 

5 

ピックモードを使用・確認しながら、 
座標マークの中心をきっちりクリックしてください。 
このクリックがずれてしまうと、 
設定される縮尺も誤ったものになってしまいます。 

 

 

 

 

 同様に、もう 1点 
座標値が分かっている点を 
クリックします。 

6 

3点以上の座標値がわかっている場合は、 
なるべく距離が離れている2点をクリックしてください。 
（誤差を少なくするためです。） 



22 

9 

［縮尺補正へ］をクリックします。 

 

 

8 

 

 

 

 

［OK］をクリックします。 

7 

 「 」と「 」でクリックした 2点の座標値を 
それぞれ入力します。 
（先にクリックした点の座標値は、 
 ［点 1］欄に入力します。） 

 

ここに表示される座標値は、 
「 」と「 」でクリックした点の 
CAD上での座標値です。 
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［▼座標確定▼］をクリックします。 
 
［縮尺］欄に、 
今後使用したい縮尺を入力します。 

 ここで入力した縮尺になるように 
図面サイズが補正されます。 

 
 
 
［縮尺確定］をクリックします。 

10 

 

11 

 

［計測値］欄の縮尺は、 
 開いた図面の現状の縮尺です。 

 

 

12 

 

13 

 

［OK］をクリックします。 

 

 

14 

 

［OK］をクリックします。 
 図面サイズが補正され、 
本来の点間距離や座標値を 
確認・使用できるようになります。 

 ここでの作業はこれで終わりです。 
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［縮尺確認へ］のクリック後に表示されるメッセージ・画面について 
  
補足 

下記のメッセージが表示された場合は、注意してください。 
「縮尺」を設定するのに使用する情報が「座標値」ではなく、「点間距離」になっています。 

 

 

［距離］の方に赤い丸がついている。 

 座標値の欄が表示されない。 

この場合は［座標］をクリックして、赤い丸の表示を切り替えてください。 
 

メッセージの文言に「距離」が 
表示されている。 

この［座標］と［距離］の切り替えは、最後に使用した方がオンで表示されてきます。 
 

［座標］をクリックすると、 
 操作例通りの表示になります。 
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希望通りの縮尺・座標情報となっているかを確認します。 

［縮尺再確認へ］をクリックします。 1 

 

 

2 

［OK］をクリックします。 

2-3 縮尺の最終確認と作業の終了 
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  「1-2 縮尺（図面サイズ）の補正」で入力した 2点とは 
別の座標値がわかっている 2点を順にクリックしてください。 

3 

 

 

 「 」でクリックした 2点の 
CAD上から取得した座標値が表示されます。 

 この座標値が本来のものか確認します。 
 合致していた場合は補正がうまくできています。 
作業を終わるため「 」に進みます。 

 異なっていた場合は［縮尺補正へ］を 
クリックして、先程とは別の 2点を使用して 
再度補正を試みてください。 

 
［終了］をクリックします。 

 ここでの作業と、 
図面を開く作業はこれで終わりです。 

 
  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

4 

5 


